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１．研究成果
緒　　言
　モモは，岡山県では贈答用としての需要が多く，
高価に販売されている。しかしながら，モモは果実
品質の変動が大きい果樹の１つで，成熟期の降雨や
日照量の影響を受ける一方1），園地間や栽培方法の
違いだけでなく同一樹内の果実間でも品質が大きく
異なるとされている2）。特にばらつきやすい品質の
一つに糖度があげられ，13％以上の糖度を有する果
実（高糖度果）を安定的に生産することがモモ栽培
の重要な課題となっている。このため，モモの果実
糖度の樹内変動要因が検討され，着果位置や開花日，
着果枝の長さが密接に関係することが報告されてい
る3,4,5）。その中で，‘白桃’では果実重の優れるもの
で糖度も高いことが報告5）されていることから，糖
度の高い果実の判別に果実の大きさを利用できる可
能性がある。樹内での果実糖度と果実肥大の関係を
明らかにすることで，摘果管理に反映できれば，糖
度のばらつきを抑えることができるかも知れない。
果樹部門においては，品質の変動を小さくし，贈答
用に適したモモを安定的に生産する技術を確立する
ことが重要である。そこで，中生品種のモモ‘紅清
水’において，収穫果の糖度と果実重の関係をみる
とともに，糖度の異なる果実間で肥大様相を比較し，
摘果管理への応用について検討した。
材料と方法
　2010年に，岡山大学農学部附属山陽圏フィールド
科学センターに栽植の14年生モモ‘紅清水’３樹
（満開日：４月５日）から，開花日別にラベルを付
けた果実を供試した。そのうち，各樹30果ずつ選び，
５月初めから収穫期まで継時的に果実側径を調査し
た。また，３樹から果実径調査果を含む約180個の
果実について，果皮の地色が抜け，果梗周辺に緑色
が残る程度を収穫適期とした高野ら6）の方法をもと
に収穫した。果実の大きさと重さを調査した後，チー
ク部の果肉を切り出し，赤道部の表皮を剝がして，
レオメーター（RD-3200ND-CW，プランジャー：５
㎜円柱型，レオテック）を用いて果肉硬度を測定し
た。さらに果肉から果汁を絞り，屈折糖度計を用い
て果実糖度を測定した。果実糖度を10％未満（低糖
度），10 ～ 13％（中糖度）および13％以上（高糖度）
に区分して，肥大様相および果実サイズや果肉硬度
を比較した。また，各糖度区分別に，10果ずつ選び，
果肉から糖をアルコール抽出して，HPLC（ポンプ：
L-6000，検出器：示差屈折計L-7490，日立）で糖組
成を調査した。
　2011年には，同じ３樹（満開日：４月12日）から，
開花日にラベルした果実を収穫適期に採取し，同様
に果実糖度で区分して，果実重を比較した。また，
４月９日に開花した果実にラベルを付け，５月初め
から収穫期まで経時的に果実側径を調査した。その
うち，糖度が13％以上であったものと12％未満で
あったものを選び，肥大曲線を比較した。
結果と考察
　2010年の７月13日～８月２日に収穫した果実182
個について，糖度で３段階に区分したところ，13％
以上の高糖度果の割合が約30％，10％未満の低糖度
果の割合が約13％であった（第１表）。また，2011
年の７月20日～８月５日に収穫した260個について
も同様に区分したところ，それぞれ約50％および
12％で，高糖度果の割合が高かった。両年とも，高
糖度果は，低糖度果と比べて，果実重が有意に大き
かった一方，低糖度果ほど果肉硬度も低い傾向で
あったが，有意差はなく，糖度区分間に大差なかっ
た。また，果実発育日数は，両年とも低糖度果で有
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意に長かった。これらのことから，‘紅清水’では，
成熟が早く，果実重が大きい果実で，糖度が高くな
ることが示された。さらに，高糖度果の果肉の糖組
成をみると，スクロースの割合が有意に多かった（第
１図）。果実成熟中の全糖含量の増加は特に発育後
期におけるスクロース蓄積によるとの報告7,8,9）と一
致した。これは，果実の肥大が優れることで，収穫
直前の果肉の糖蓄積が増大することを示唆している
のかも知れない。これらのことから，モモでは果実
肥大が劣る果実を取り除くことで，低糖度果の割合
を減少させられる可能性があることを示唆している。
　そこで，低糖度果において，果実肥大が劣り始め
る時期をみるために，糖度区分別で果実肥大曲線を
比較した（第２図）。果実径は，果実発育第１期に
は，高糖度果と低糖度果の間に大差なかったのに対
し，第２期初めに違いがみられ始め，第２期後半（６
月半ば）には低糖度果が高糖度果よりも有意に劣
り，その差が収穫期にかけてさらに増大した。そこ
で，2011年には，開花日の同じ果実間で肥大様相を
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第１図　‘紅清水’収穫果における糖度の違いが果
肉の糖含量に及ぼす影響（2010年）
　　　　　各糖の異なる文字間には，Tukeyの多重検
定により5％水準で糖度区分間に有意差
あり
　　　　　括弧内の数字は各糖の割合
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第２図　‘紅清水’の果実肥大に及ぼす果汁糖度の
影響（2010年）
　　　　　Tukeyの多重検定により異なる文字間に
５％水準で有意差あり（凡例順）
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第３図　同じ開花日の‘紅清水’果実における糖度
別の肥大様相
　　　　開花日：2011年4月9日
　　　　バーはSE（n = 6）
第１表　モモ‘紅清水’収穫果における果実重，果肉硬度および果実発育日数と糖度との関係
果実数 果実重 果肉硬度 果実発育
年 糖度区分 （g） （N） 日数
高糖度 66 283.8 a 10.9 108.5 b
2010 中糖度 92 258.4 b 8.7 110.1 b
低糖度 24 207.5 c 8.2 113.7 a
高糖度 135 326.0 a 5.3 104.1 c
2011 中糖度 95 283.9 b 5.0 105.7 b
低糖度 30 219.3 c 4.4 109.0 a
　　　　　　高糖度：13％以上，中糖度：10 ～ 13％，低糖度：10％未満
　　　　　　年ごとの異なる文字間には，Tukey の多重検定において 5%水準で有意差あり
　　　　　　収穫期間：2010 年７月 13 日～８月２日，2011 年７月 20 日～８月５日
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比較した。この年は，糖度が全体的に高かったので，
糖度が13％以上と12％未満の平均果実径をみると，
有意ではなかったものの第2期半ばから差が生じ始
め，収穫期までその違いが持続することが示された
（第３図）。糖度や果実肥大の違いは，果実へ供給さ
れる光合成産物の量的な違いおよび光合成産物を果
実に取り込む活性に左右されると考えられているこ
とから10,11），この時期の果実での植物成長調節物質
の生成量が異なっているのかも知れない。従って，
糖度がばらつきやすい原因を探るためには，糖を急
速に蓄積する収穫期の変化をみるだけでなく，果実
発育第２期の果実肥大に違いが生じる時期の果実内
成分の変化を明らかにすることが重要と考えられる。
　最終的に糖度の低い果実を第２期前半までの果実
の肥大程度からは判別することはできないものの，
その後には区別が可能と推測されることから，この
時期に平均よりも小さい果実を取り除くことで，低
糖度果の占める割合を抑えることが可能と推察され
た。現在，岡山県の栽培指針では，生理的落果の発
生の少ない品種において，収穫着果量に調整する本
摘果を第１期末の５月末とされている12）が，５月
初めに行う予備摘果を少し強めに行った後，本摘果
を第２期後半に入る６月半ばまで遅らせて，平均サ
イズよりも小さい果実を摘除することで，糖度の安
定化が図れる可能性がある。また，岡山県の主要品
種である‘清水白桃’では，生理的落果の発生を抑
えるため，落果が終了する満開後80日（７月初め）
まで本摘果と袋掛けを遅らせる管理が推奨されてい
る13）。‘清水白桃’でも，本研究と同様に高糖度果
ほど果実が大きかったことから（データ省略），摘
果時に小さい果実を優先的に取り除けば，糖度のば
らつきの抑制につなげられると考えられる。これら
の推測を裏付けるために，今後，実際に摘果管理に
応用し，果実重や糖度の安定性を評価していく必要
がある。
　以上のように，モモ‘紅清水’の収穫果には，糖
度の高い果実で果実重も大きい傾向があることが示
され，その果実重の違いは果実発育第２期に生じる
と考えられた。
要　　約
　岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学セン
ターに栽植のモモ‘紅清水’３樹を供試して，2010
年と2011年に糖度と収穫果の重さとの関係を調査
したところ，両年とも糖度が13％以上の果実がそれ
よりも低糖度の果実と比べて大きい傾向であった。
そこで，肥大様相を比較した結果，糖度が10％未満
の果実は，13％以上の果実と比べて，果実発育第２
期半ば（６月半ば）から果実側径が有意に劣った。
また，同じ開花日でも収穫時の糖度が異なる果実で
は６月半ばから果実側径に違いが生じた。従って，
本摘果を６月半ばに遅らせて実施し，果実サイズが
平均よりも小さい果実を取り除くことで，果実重の
ばらつきだけでなく，低糖度果の収穫割合を低くす
ることが可能と推察された。
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